
Blenderとblender-OSMを使用して、
実世界の地形や建物を3次元で再現
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3次元地図の特徴と応用

3次元地図は、実世界をデジタル空間で再現したも
のであり、以下の用途に活用できる

•観光シミュレーション体験

•交通安全における視認性の確認

•建築物の日照評価

•洪水などの自然現象の可視化
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Blender

Blenderは、3次元コンピュータグラフィックスの専
門ソフトウェア

主な機能：

• 3次元データの編集

•高品質なレンダリング

• Unity・Unreal Engineなど他ソフトウェアへのデー
タエクスポート
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Blender-OSM

• Blenderのアドオン（拡張機能）

• OpenStreetMapデータの取り込みと処理を担当

5



著作権に関する重要な注意点

• Google Earthなどの商用サービス：

• 閲覧は可能

• 加工・再配布は原則として禁止

• OpenStreetMap：

• オープンなライセンスで提供

• データの使用・加工が可能
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3次元地図作成の手順①

ベースマップの設定

GIS → Web geodata → Basemap

- マウスで地図操作

- Gキー：地域検索

- Eキー：データのエクスポート
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3次元地図作成の手順②

標高データの取得

GIS → Web geodata → Get elevation

- 「Elevation from object」オプションを確認
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3次元地図作成の手順③

OpenStreetMapデータの取得

GIS → Web geodata → Get OSM

- SHIFTキー：データ種類の選択

- 必要なレイヤーを選択
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